
真珠貝殻の微細化による紙塗工顔料の調製
－ 真珠貝殻を原料とした高機能製品の開発 （Ｈ20～22）－
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戦略的試験研究プロジェクト「水産バイオマスの循環利用システムの構築」
において、真珠貝殻を利用したインクジェット用紙の開発を行う。
アコヤガイ貝殻からの真珠層の単離、及び真珠層の粉砕処理による紙塗工用

の顔料化を検討した。
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溶液に浸漬

炭酸カルシウムの
結晶構造による分類

稜柱層

真珠層

(外側 柱状構造) 

(内側 板状構造)

水分 0.59％

蛋白質( キオ

その他 2.28％

成長する炭酸カルシウムの結晶

炭酸カルシウムの
結晶

コンキオリン

アコヤガイの貝殻構造アコヤガイの貝殻構造

堅型粉砕機
(カッティングミル)

粗粉砕

微粉砕 (＋分級)

真珠層の微粉砕処理真珠層の微粉砕処理 遠心回転ボールミル処理遠心回転ボールミル処理

溶液 浸漬結晶構造による分類
カルサイト(三方晶系) → 稜柱層
アラゴナイト(斜方晶系) → 真珠層
バテライト

蛋白質(コンキオリン）
4.49％

炭酸カルシウム
92.64％

真珠層

超遠心粉砕機

遠心回転ボールミル

スクリーンの段階的な利用により
粉砕を効率化

ボール径：４種
（ 0.3・ 0.5・ 1・ 3mm）

試料濃度

処理条件

超遠心粉砕機 0.08mm通過試料を次工程へ
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標準ふるいによる湿式分級

範囲(μm) 比率(％)
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32μm通過試料の粒度分布

遠心回転ボールミル

試料濃度
処理時間
分散剤添加量

処理試料の粒度分布１

X10 1.01μm
X50 2.00μm
X90 3 76μm

1mmボール処理

1mmボール処理試料

＜32 81

X10 1.72μm
X50 3.64μm
X90  12.10μm
Max  32.78μm

32μm通過試料

粒径のばらつきが小さくなる

X90   3.76μm
Max   7.07μm

処理試料の粒度分布２
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試料のX線回折

○次亜塩素酸ソーダ液に常温浸漬することで、アコヤガイ貝殻の稜柱層が崩壊
して真珠層が単離できた。

○超遠心粉砕機により平板層状構造が残存する真珠層微粉体が得られ、次に遠
心回転ボ ミ により更なる微細化処理を行 た

32μm通過試料を次工程へ

粒径のばらつきが大きい

サブミクロンサイズまでの微細化が可能
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結晶構造:アラゴナイト

心回転ボールミルにより更なる微細化処理を行った。
○ボールミル処理真珠層は、粒径が2μm以下に微細化しているが、アラゴナイ
ト結晶構造を残有していた。特に、分散剤を添加し長時間のボールミル処理
を行った試料では、サブミクロンレベルまで微細化していた。

○得られた真珠層粉体を紙へ適応する方法について研究を継続中である。
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